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第1章 長期構想について



1

対象施設

これを変更する場合は
改訂又は一部変更

これを変更する場合は
一部変更又は軽易な変更

（１）-1 Ｈ5港湾計画改訂以降の主な経緯 第１章 長期構想について



2

2001年（Ｈ13）
（軽易な変更）

外貿コンテナ取扱機能の強化、充実を図るため、外港地区において公共ふ頭計
画、水域施設計画を変更する。

対象施設

これを変更する場合は
改訂又は一部変更

これを変更する場合は
一部変更又は軽易な変更

（１）-２ Ｈ5港湾計画改訂以降の主な経緯 第１章 長期構想について
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2012年（Ｈ2４）
（軽易な変更）

1.物流機能の効率化及び港湾と背後地域等を円滑に結ぶため、新若浜地区
における臨港交通施設計画を変更する。
2.港湾の効率的な運営に関する事項を追加する。

対象施設

これを変更する場合は
改訂又は一部変更

これを変更する場合は
一部変更又は軽易な変更

（１）-3 Ｈ5港湾計画改訂以降の主な経緯 第１章 長期構想について



（１）-４ Ｈ5港湾計画改訂以降の主な経緯

4

201７年（Ｈ2９）
（一部変更）

1.大型船舶を活用した効率的なバルク輸送の実現を図るため、新若浜地区に
おいて、公共ふ頭計画、水域施設計画、臨港交通施設計画、土地造成及び土
地利用計画を変更するとともに、若浜地区において土地利用計画を変更す
る。
2.主として穀物等のバルク貨物を取り扱う埠頭機能の向上により、地域産業
の国際競争力のさらなる強化を図るため、新若浜地区において、効率的な
運営を特に促進する区域（臨海部産業エリア）を計画する。

対象施設

これを変更する場合は
改訂又は一部変更

これを変更する場合は
一部変更又は軽易な変更

第１章 長期構想について



（１）-5 Ｈ5港湾計画改訂以降の主な経緯

５

2021年（Ｒ３）
（一部変更）

大規模地震が発生した場合の幹線貨物輸送の維持に対応するため、
新若浜地区において、大規模地震対策施設を計画する。

対象施設

これを変更する場合は
改訂又は一部変更

これを変更する場合は
一部変更又は軽易な変更

第１章 長期構想について



（２） 長期構想の必要性

９

現 港湾計画

【基本方針】
〇国際的な流通機能強化、コンテナ化、貨物量増大等への対応
〇クルーズ船に対応する旅客ふ頭の整備
〇港湾における諸活動の安全確保、外郭施設の整備
〇遊漁船の適切な収容、小型船だまりの整備
〇緊急避難及び緊急物資輸送確保のための耐震性の高い施設整備
〇港湾背後地域との円滑な交通確保、ふ頭間の連絡強化
〇快適な港湾空間の確保、緑地等の環境保全施設の整備
〇効率性、安全性、快適性の高い港湾空間の形成

長期構想
概ね2０～3０年先（2０５０年代）を見据えた港湾空間の形成とそのあり方について検討

港湾計画の見直し
概ね1０～1５年先（2０３０年代）を目標年次とした港湾計画について検討

６

【中長期ビジョンに関する勉強会】
開催期間：令和3年度～令和4年度
参 加 者 ：地元の港湾利用者、国、県、市

【今後のあり方に関する勉強会】
開催期間：平成2８年度～令和2年度
参 加 者 ：国、県、市

第１章 長期構想について

志布志港を取り巻く環境の変化を踏まえ、
・現状，利用促進に向けた課題
・直近の港湾利用者のニーズ等 把握



（３） 長期構想検討の進め方

1０

長期構想検討 技術検討
【今後のあり方の関する勉強会・中長期ビジョンに関する勉強会】
現状、課題共有
・利用状況、ニーズ、抱える問題

【第1回検討委員会 2023年８月】
将来像（20～30年先）の基本検討
・現状分析、課題の整理

【第2回検討委員会】
将来像（2０～3０年先）の基本検討
・志布志港の目指す姿
・ゾーニング

【第3回検討委員会】
将来像（2０～3０年先）の基本検討
・パブリックコメントの結果について
・志布志港長期構想（案）

企業ヒアリング

パブリックコメント

長期構想策定 港湾計画の見直し

静穏度向上
・施設整備、長周期波の検討

船舶の航行安全確保

７

第１章 長期構想について

・取組方針と具体施策
・志布志港長期構想（原案）



第２章 概要



第２章 概要（1）-1 位置、沿革（志布志市の概要）

〇志布志市は鹿児島県東部に位置し、東西約23ｋｍ、南西約18ｋｍの総面積2９0.25ｋ㎡である。
〇人口は2020年（Ｒ2）時点で約2.９万人と、減少傾向にある。
〇中央部には物流拠点港湾かつ九州唯一の国際バルク戦略港湾である志布志港が位置している。
〇産業割合は、卸売業・小売業が2７％を占めている。

志布志市の人口推移

８

出典：志布志市ＨＰ

志布志港

出典：工業統計



〇志布志港には産業施設が多く立地していることから、県全体と志布志市の製造品出荷額の推移を比較すると、志布志市は
飲料・たばこ・飼料や食料品の製造を中心としている。
〇志布志市の製造品出荷額等について、飲料・たばこ・飼料が７割程を占めている。

【鹿児島県】

【志布志市】

９

（1）-２ 位置、沿革（志布志市の概要）

製造品出荷額等構成比

第２章 概要

出典：Ｈ24.Ｈ2８は工業統計、Ｒ3は経済構造実態調査（経済産業省） を参照



（1）-３ 位置、沿革（背後圏の概要）

〇大隅地域の総生産額は、県全体でも上位となっている。
〇大隅地域は県全体と比較し、第1次産業の割合が多い。
〇大隅地域の水産業は県全体の約5割を占めている。
〇大隅地域の農業は県全体の約４割、林業は県全体の約3割を占めている。

1０

第２章 概要
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出典：大隅地域 地域振興の取組方針＜改訂版＞（Ｒ５.3 鹿児島県大隅地域振興局）

市町村内総生産（地域別）

第1次産業分野別総生産の県全体に占める大隅地域の割合

産業別総生産の割合

鹿児島県
産業別総生産

大隅地域
産業別総生産



（1）-４ 位置、沿革（志布志港の概要）

〇志布志港は九州南東部の太平洋に面した地理的優位性を有し、また国内有数
の農畜産地域である南九州地域を背後圏に持ち、南九州における国内外の物
流拠点、飼料供給基地として背後地域の産業を支えている。
〇2011年（Ｈ23）には九州で唯一の国際バルク戦略港湾（穀物）に選定され、
201７年度（Ｈ2９d）からは、飼料穀物の効率的な輸入に向けた船舶の大型化
に対応するため、国際バルク戦略港湾（穀物）としての整備を行っている。

新若浜地区

若浜地区

外港地区
本港地区

1９６９年
（Ｓ４４）

重要港湾の指定

1９７６年
（Ｓ51）

外港地区第一突堤供用開始

1９80年
（Ｓ55）

外港地区第二突堤供用開始

1９8７年
（Ｓ６2）

若浜地区供用開始
開港指定
植物検疫港の指定

1９88年
（Ｓ６3）

無線検疫港の指定
出入国港の指定

1９8９年
（Ｈ1）

検疫港の指定

1９９5年
（Ｈ７）

蘇州号就航

1９９７年
（Ｈ９）

動物検疫港の指定
指定保税地域の指定

1９９９年
（Ｈ11）

台湾コンテナ定期航路開設
国際フィーダーコンテナ定期航路開設

2003年
（Ｈ15）

韓国コンテナ定期航路開設

200４年
（Ｈ1６）

若浜地区旅客船埠頭完成

200９年
（Ｈ21）

新若浜地区国際コンテナターミナル供用開始

2011年
（Ｈ23）

国際バルク戦略港湾（穀物）選定

2018年
（Ｈ30）

志布志港ふ頭再編改良事業着工

201９年
（Ｒ1）

コンテナ取扱量10万ＴＥＵ突破

2022年
（Ｒ４）

新若浜地区国際コンテナターミナル岸壁延伸部供用開始

2023年
（Ｒ5）

産直港湾に認定

志布志港全景

これまでの沿革

11

外港地区第一突堤 外港地区第二突堤

旅客船埠頭

国際コンテナターミナル

第２章 概要



（2） 施設概要

〇志布志港の公共岸壁は1７施設あり、新若浜地区には５0,000ＤＷＴ級大型船に対応する-1４.0ｍの岸壁がある。
〇現在国際バルク戦略港湾（穀物）としての整備を行っている。

12

[港湾計画図（現行）］

第２章 概要



（3）-1 利用状況

〇本港地区は砂利・砂等の取扱や、漁船等の小型船だまりとして利用されている。
〇外港地区は輸出向けの丸太やＲＯＲＯ貨物、砂利・砂等を取り扱っている。
〇若浜地区は旅客船埠頭、フェリーターミナル、飼料原料の輸入といった機能を有している。
〇新若浜地区にはコンテナターミナルがあり、外貿コンテナ取扱港となっている。

バルク貨物（原木）

新若浜地区

若浜地区

外港地区本港地区

バルク貨物（穀物）

コンテナ貨物

13砂利・砂等

ＲＯＲＯ貨物

バルク貨物

フェリー貨物

第２章 概要

旅客船埠頭



（３）-2 利用状況（全体取扱貨物量）

〇取扱貨物量は2012年（Ｈ2４）から概ね横ばいで推移している。
〇一般貨物とフェリー貨物の割合は半数ずつを維持している。
〇201７年（Ｈ2９）以降輸出貨物が増加傾向で、２０１７年（Ｈ2９）から２０２１年（Ｒ3）で約2.5倍の伸びとなっている。
〇2021年（Ｒ3）の貨物は移出が最も多く、次いで移入貨物が多く取り扱われている。
〇移出入貨物はフェリー貨物が全体の７割程度を占めている。

2021年（Ｒ3）の志布志港取扱品目内訳

14

出典：鹿児島県統計資料

取扱貨物量の推移

取扱貨物輸移出入別の推移

第２章 概要



（３）-3 利用状況（バルク貨物）

〇輸出貨物の９割は原木が占め、そのほとんどが中国向けとなっている。
〇輸入貨物は飼料原料（とうもろこし等）が９割となっており、アメリカやアルゼンチンなど北南米からの割合が多い。
〇移出貨物の大半は飼料原料であり、主に九州向けとなっている。
〇移入貨物は建設用資材や飼料原料などの大半を神戸、津久見、苅田から運搬している。

2021年（Ｒ3）のバルク貨物輸移出入先

出典：鹿児島県統計資料

バルク貨物の推移

2021年（Ｒ3）のバルク貨物の内訳

1５

（千トン）
輸出 輸入 移出 移入 計

とうもろこし - 1,５14 3７０ 14 1,８９８
動植物性製造飼肥料 3 431 1０3 13９ ６７６
米 - ５０ - 4 ５4
原木 31５ 14 1 2 332
その他雑穀 - ７０ ５８ ８1 2０９
砂利・砂 - - 1０ 1５０ 1６０
セメント - - - 1５８ 1５８
麦 - 12０ ５ 1 12６
完成自動車 - - 1０ 2８ 3８
製材 - - 3 2５ 2８
鋼材 - 4 - 1５ 1９
フェリー - - 2,６1８ 1,８６５ 4,4８3
その他 - 1８ ８ 13 3９

計 31８ 2,221 3,1８６ 2,4９５ ８,22０

第２章 概要



（３）-４ 利用状況（コンテナ貨物）

2021（Ｒ3）のコンテナ貨物輸移出入先

〇コンテナ貨物の取扱貨物量は増加傾向にあり、2021年（Ｒ3）は移入貨物が前年と比べ約2.5倍増加している。
〇移入貨物は農産品と飼料原料がそれぞれ全体の約3割程度を占めており、移入貨物全体の大半を神戸から移入している。
〇コンテナ貨物の輸出入先は中国、韓国、台湾といったアジア向けのものが多い。

1６

コンテナ貨物の推移

出典：鹿児島県統計資料

（ＴＥＵ）
輸出 輸入 移出 移入 計

その他農産品 1０ 1５,９９６ 1６2 ５,2８８ 21,4５６
動植物性製造飼肥料 34８ ５,1００ 2,1９2 4,2９７ 11,９3７
樹脂類 34 1,０14 2,3９4 3,442
原木 1,1９５ 1 2,2６９ 2 3,4６７
輸送用容器 3７1 ６９1 2８８ ６ 1,3５６
ゴム製品 1,3６０ ６11 1,７５3 11 3,７3５
窯業品 ８９ 2,０９８ ７ 2 2,1９６
製造食品 124 1,2７3 ５2０ 112 2,０2９
その他日用品 2,1８７ 1,4７７ 12５ 1５1 3,９4０
染料・塗料・合成樹脂・その他科学工業品 ６６ 1,12７ 141 2０1 1,５3５
その他 34,2９６ 11,７９2 ８,５4５ 3,2７９ ５７,９12

計 4０,０８０ 41,1８０ 1６,００2 1５,７43 113,００５

2021（Ｒ3）のコンテナ貨物の内訳

第２章 概要



1７

（３）-5 利用状況（配合飼料の供給状況） 第２章 概要

出典：令和元年畜産統計（農林水産省）を基に作成
（令和3年度 第2回 九州地方整備局 事業評価監視委員会 志布志港 ふ頭再編改良事業 資料）

〇志布志港背後に立地する飼料会社は、輸入した穀物を原料として配合飼料を製造しており、南九州地域への飼料等の供給
基地の役割を果たしている。

〇志布志港は、とうもろこしの輸入量が100万トンを超えており、南九州でも最大の飼料供給基地となっている。
〇201９年（Ｒ1）の鹿児島県の家畜飼養頭羽数の割合は、肉用牛、豚、鶏が全国1位となっている。

出典：平成2７年飼料月報を基に作成
（令和3年度 第2回 九州地方整備局 事業評価監視委員会 志布志港 ふ頭再編改良事業 資料）

鹿児島県産の配合・混合飼料の供給状況（Ｈ2７） 全国の家畜飼養頭羽数の割合（Ｒ1）


